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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社は、平成25年10月１日に株式会社アイメタルテクノロジーと自動車部品工業株式会社ならびにテーデーエフ

株式会社の共同株式移転の方法による共同持株会社として設立されたため、平成26年３月期第２四半期(平成25年４

月１日から平成25年９月30日)の実績値はありません。

当第２四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、消費税率引上げ前の駆け込み需要の反動はあるものの緩や

かな回復基調が続きました。

トラック市場におきましては、国内では投資の活発化により需要は堅調に推移しましたが、海外ではタイを中心

としたアセアン新興国での需要が落ち込みました。また、建設機械市場におきましては、国内では排ガス規制にと

もなう駆け込み需要の反動減の影響を受け、海外においてはインドネシア、タイ等のアセアン地域の需要が減少す

るとともに、中国での需要も大きく落ち込みました。

このような情勢下、当第２四半期連結累計期間の売上高は76,581百万円、営業利益は2,509百万円、経常利益は

3,122百万円、四半期純利益は2,001百万円となりました。

（２）財政状態に関する説明

（資産）

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ3,017百万円増加し、123,265百万円となりま

した。これは主に現金及び預金が2,292百万円減少し、受取手形及び売掛金が3,604百万円、有形固定資産が1,847百

万円それぞれ増加したことによるものであります。

（負債）

負債は、前連結会計年度末に比べ1,751百万円増加し、61,243百万円となりました。これは主に支払手形及び買掛

金が2,036百万円増加したことによるものであります。

（純資産）

純資産は、前連結会計年度末に比べ1,265百万円増加し、62,022百万円となりました。これは主に利益剰余金が

1,614百万円増加したことによるものであります。

（キャッシュ・フローの状況の分析）

当第２四半期連結累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度末と比べ

2,332百万円減少し、10,699百万円となりました。

当第２四半期連結累計期間に係る区分ごとのキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における営業活動の結果増加した資金は、3,016百万円となりました。

収入の主な内訳は、税金等調整前四半期純利益3,087百万円、減価償却費4,160百万円、仕入債務の増加額3,169

百万円であり、支出の主な内訳は、売上債権の増加額3,674百万円、その他の流動負債の減少額1,909百万円、法

人税等の支払額1,067百万円であります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における投資活動の結果減少した資金は、5,808万円となりました。

これは、主に固定資産の取得による支出が5,796百万円であったことによるものであります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

当第２四半期連結累計期間における財務活動の結果増加した資金は、507百万円となりました。

これは、主に長期借入れによる収入が4,696百万円、セール・アンド・リースバックによる収入が715百万円で

あったことに対し、長期借入金の返済による支出が4,943百万円であったことによります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、平成26年11月７日に公表しました連結業績予想から変更はありません。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しており

ます。ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実

効税率を使用する方法を採っております。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

(会計方針の変更)

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下「退職給付適

用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられた定めについて第

１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付見込額の期間帰属方

法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を退職給付の支払見込期間及び支払見込期間ごと

の金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更いたしました。

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第２四半

期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加減し

ております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が87百万円増加し、利益剰余金が46百万円減

少しております。また、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益への影響

は軽微であります。

決算短信 （宝印刷）  2014年11月13日 16時32分 5ページ （Tess 1.40 20131220_01）



IJTテクノロジーホールディングス株式会社(7315) 平成27年３月期 第２四半期決算短信

－ 4 －

３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 13,031 10,739

受取手形及び売掛金 21,233 24,837

たな卸資産 8,298 7,724

その他 3,644 3,917

貸倒引当金 △2 △1

流動資産合計 46,205 47,217

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 14,486 17,623

機械装置及び運搬具（純額） 21,554 25,275

土地 17,473 17,330

建設仮勘定 13,998 8,455

その他（純額） 2,188 2,862

有形固定資産合計 69,700 71,547

無形固定資産 914 815

投資その他の資産

その他 4,001 4,239

貸倒引当金 △573 △553

投資その他の資産合計 3,427 3,685

固定資産合計 74,042 76,048

資産合計 120,248 123,265

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 18,873 20,909

短期借入金 11,006 10,998

未払法人税等 989 1,385

賞与引当金 1,692 1,725

その他 10,182 8,921

流動負債合計 42,744 43,940

固定負債

長期借入金 9,043 9,200

再評価に係る繰延税金負債 1,010 1,010

環境対策引当金 474 474

退職給付に係る負債 3,784 3,831

その他 2,434 2,785

固定負債合計 16,746 17,302

負債合計 59,491 61,243
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成26年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成26年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,500 5,500

資本剰余金 22,538 22,538

利益剰余金 24,580 26,194

自己株式 △129 △129

株主資本合計 52,489 54,104

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 60 138

土地再評価差額金 1,543 1,543

為替換算調整勘定 △551 △710

退職給付に係る調整累計額 △361 △330

その他の包括利益累計額合計 691 641

少数株主持分 7,574 7,276

純資産合計 60,756 62,022

負債純資産合計 120,248 123,265
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

売上高 76,581

売上原価 69,862

売上総利益 6,718

販売費及び一般管理費

運搬費 1,000

給料及び手当 1,318

賞与引当金繰入額 234

退職給付費用 46

その他 1,607

販売費及び一般管理費合計 4,208

営業利益 2,509

営業外収益

受取利息 23

受取配当金 67

為替差益 426

持分法による投資利益 131

その他 291

営業外収益合計 940

営業外費用

支払利息 123

シンジケートローン手数料 65

その他 138

営業外費用合計 327

経常利益 3,122

特別利益

固定資産売却益 0

特別利益合計 0

特別損失

固定資産除売却損 35

特別損失合計 35

税金等調整前四半期純利益 3,087

法人税等 1,231

少数株主損益調整前四半期純利益 1,855

少数株主損失（△） △146

四半期純利益 2,001
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：百万円)
当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
　至 平成26年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,855

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 69

為替換算調整勘定 △399

退職給付に係る調整額 31

持分法適用会社に対する持分相当額 119

その他の包括利益合計 △178

四半期包括利益 1,676

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,951

少数株主に係る四半期包括利益 △274
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：百万円)
当第２四半期連結累計期間
(自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 3,087

減価償却費 4,160

のれん償却額 47

貸倒引当金の増減額（△は減少） △20

受取利息及び受取配当金 △91

支払利息 123

持分法による投資損益（△は益） △131

固定資産除売却損益（△は益） 35

売上債権の増減額（△は増加） △3,674

たな卸資産の増減額（△は増加） △465

仕入債務の増減額（△は減少） 3,169

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 10

その他の流動資産の増減額（△は増加） △270

その他の流動負債の増減額（△は減少） △1,909

その他 △56

小計 4,015

利息及び配当金の受取額 198

利息の支払額 △131

法人税等の支払額 △1,067

営業活動によるキャッシュ・フロー 3,016

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形及び無形固定資産の取得による支出 △5,796

有形固定資産の売却による収入 31

投資その他の資産の増減額（△は増加） △22

その他 △21

投資活動によるキャッシュ・フロー △5,808

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 488

長期借入れによる収入 4,696

長期借入金の返済による支出 △4,943

リース債務の返済による支出 △84

セール・アンド・リースバックによる収入 715

自己株式の取得による支出 △0

配当金の支払額 △341

少数株主への配当金の支払額 △23

財務活動によるキャッシュ・フロー 507

現金及び現金同等物に係る換算差額 △48

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,332

現金及び現金同等物の期首残高 13,031

現金及び現金同等物の四半期末残高 10,699
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　当第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

該当事項はありません。

（セグメント情報等）

当社グループは自動車用等関連部品製造事業の単一セグメントであるため、記載を省略しております。
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